



































2009年度文学部・学術研究論集.indb   21 2010/03/11   14:11:16






























ཝ⪔ᮃ㹙 1997㹛࣭ ⋤௰≙㹙 2007a㹛ࢆඖ࡟సᡂ
2009年度　文学部・文学研究科　学術研究発表会　論集
22
2009年度文学部・学術研究論集.indb   22 2010/03/11   14:11:16
・ 外形：『中国文 物 地図集（山西分冊）』 下巻 1115 頁は、高 266cm× 幅 99cm× 厚 36cm とし、
四面に造像があり、主龕は一仏二菩薩二弟子とするが、正確な外形は不明。淑徳大学書学
文化センター所蔵拓本は、碑陽 167cm × 68cm、碑陰 176cm×76cm、碑側 186cm×35cm。
・ 文字：碑額は「周／大／將／軍／延／壽／公／碑／頌」。碑陽は 18 行 ×1 行 33 字の合計
536 字。碑陰・碑側に碑の建立に関与した人名が計 342 名列挙。
・拓本・録文は、顔娟英主編［2008］176 ～177頁に碑陽のみ掲載。碑陰・碑側の拓本写真は、
藤原楚水［1939］第 2 巻 224 ～ 225 頁（碑陽・陰・側）に掲載。他にも著録はあるが、碑陰・
碑側の録文はない。報告者は 2008 年 1 月 31日に淑徳大学書学文化センターで「延寿公碑」
（碑陽・陰・側）の拓本を閲覧し、録文を作成。
（２）延寿公于寔について
・「延寿公碑」3 行目末～ 5 行目「使持節・大將軍・大都督・勳州・汾州・絳州・晉州・建州・
玉壁城・車箱城・龍頭城・栢辟城・樂昌城・姚襄城諸軍事・勳州刺史・延壽郡開國公」：
万紐于寔の官名・封爵。地名はいずれも勲州周辺。














・ 538 年・541 年・546 年に激戦。また、556 年・558 年・559 年の戦闘で、勲州下の絳郡北東
の㺏水一帯を失った。一連の戦いの影響で、勲州に僑州（絳州・建州・晋州）設置。
・ 武成元年（559）正月、都督諸州諸軍事にかわって総管が置かれた。勲州にも勲州（玉
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碑陰第 2 層 35 行目に「捴綰（＝総管）學助敎楊賓」が登場。于寔は勲州総管であった
可能性が高い。在任時期は長孫澄と韋孝寛の間の明帝期（560 ？）～保定初（563 以前）。
（４）「延寿公碑」碑陽の内容
・1 ～ 3 行目：仏教の誕生と現在の状況を簡潔に記す。
・3 ～ 8 行目：于寔の性格は前漢の文翁・後漢の楊震にまさり、辺境対策・異民族（北狄＝稽胡。
滝川正博［2009］）安撫の功績は西周の邵公奭・漢の周勃を越えるとする。
・8 ～ 10 行目：于寔が仏教に心を寄せ、仏塔を建立したことを称賛。
・10 ～ 13 行目：皇帝（武帝）を称賛し、北周の実権を握っていた宇文護を伊尹・周公旦
に比して称えた後、功績を伝えるため石碑を建立すると述べる。
・14 ～ 18 行目：頌で俗権・皇帝権力と仏教とを交互に繰り返して称賛。
1）14 ～ 15 行目：仏教と皇帝（武帝）を併置。「有佛有法」⇔「爲皇爲君」、
「聖徳廣運」⇔「大智普聞」、「牢籠軒頊」⇔「影響彌文」など。









＊碑陰は 12 層構造。第 1 層は地方僧官 32 名。第 2 ～第 12 層右半分（1 ～ 19 行目）は
于寔の属僚 83 名、第 2 ～第 11 層左半分（20 ～ 37 行目）は邑子など 157 名。
碑側は 8 層構造。 第 1 層は地方僧官 8 名と僧侶 4 名、 第 2 ～第 4 層は地方僧官 2 名
と僧侶 31 名。第 5 ～第 8 層は地方官など 25 名。碑陰・碑側の合計は 342 名。なお、
碑側第 8 層 4 ～ 11 行目の題記は、北周末に余白を再利用したもの。分析の対象外。
（１）地方僧官
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・ 勲州では「延寿公碑」以外にも、北周 3 年（559）「宇文恪造浮図龍華銘」（勲州刺史宇文恪）・








・ 碑陰 2 ～ 11 層左半分（20 ～ 37 行目） の邑子（無官） は合計 127 名。 表 2 は邑子の諸
姓を登場数の多い順にまとめたもの。王・李・張・陳・董・郭・楊・程・梁・趙・郝氏
が 3 名以上登場。王・張・楊氏は史書に見える河東の「豪右」。邑子に多数登場する姓
は、 河東の有力勢力（豪右） とみてよいのではないか。 なお、 保定 2 年（562）「檀泉
寺造像記」中の邑子 47 名のうち、董氏が 22 名で最も多く、王氏 6 名、宇文氏 3 名、李・
鄭氏 2 名と続く。このうち、董・王・李氏は「延寿公碑」中にも多数登場する。
・ 碑陰第 2 層 20 ～ 35 行目、 第 3 層 20 ～ 31 行目に見える供養主など邑子中のリーダー
格にあたる人物の姓を確認。河東の豪右の王・樊氏や張・陳・董・郭・楊・衛氏などが
登場。供養主から幡花主までの 24 名のうち、14 名が河東の有力勢力と思しき姓。中で
も王氏が 4 名、張氏・楊氏が各 2 名。　供養主：樊・王、斎主：王、副斎主：関、都化主：
牛・王・張、都邑主：張・侯・高・潘、高坐主：董・楊、都邑：常・朱、都維那：衛・李、
都典録：師・郭、道場主：王・楊、燈明主：潘・胡、幡花主：陳








10 ྡ௨ୖ 19㸸⋤ 12㸸ᮤ
5 ྡ௨ୖ 9㸸ᙇ 7㸸㝞 5㸸ⴷ
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（３）総管府属僚
・ 碑陰の第 2 ～第 12 層右半分（1 ～ 19 行目）：総管府属僚を列挙。 一部の都督は碑陰の
左半分（20 ～ 37 行目）や碑側にも登場。




・ 碑陰 4 層 13 ～ 19 行目から 8 層 3 ～ 18 行目に総管府属僚が列挙（表 4・表 5）。最も多
い姓は万紐于氏（7 名）。 総管府属（4 層 18 行目） の万紐于詮は于寔の甥（『周書』 巻
30・于翼伝）。多くは于寔の親族であろう。総管府属僚のうち、上級属僚（長史から属）
は全て胡姓。 他地域より赴任。 しかし、 列曹参軍（16 名） には漢姓が多く、 胡姓は万
紐于（2 名）・賀蘭（1 名）のみ。参軍も大多数が漢姓で、胡姓（万紐于氏）は 2 名のみ。
⾲ 3㸸ࠕᘏᑑබ☃ࠖ୰ࡢ኱㒔╩࣭ᖊ㒔╩࣭㒔╩
ᒙ࣭⾜ Ⓩሙጣ
኱㒔╩㸦 6 ྡ㸧 2㸫 6㹼 15 ൤ྠ୕ྖ኱㒔╩㸸㇂‐࣭኱฼✍࣭㇋├࣭ᙇ࣭Ᏹᩥ
8㸫 19 ᮭ
ᖊ㒔╩㸦 8 ྡ㸧 2㸫 16㹼 18 ⊂Ꮩ࣭∞ᮒ࣭ᆅ㐃
10㸫 2 ྐ
10㸫 4㹼 7 ࿋࣭ྐ࣭ᶫ࣭㈩ 㸨ᑗ㌷ྕ࡞࡝ࡢ⫪᭩↓ࡋ
㒔╩
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㡲࣭ಗᗄ࣭୓⣣ன
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8㸫 21㹼 23 ᑧ࣭⋤
2㸫 24ࠊ 9㸫 20ࠊ
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侯氏は、文献史料に「豪右」として見えず、邑子に 2 名しか登場しないが、都邑主に 1 名
見えるほか、総管府属僚の記室参軍と参軍に就任している。彼も河東の有力者か。一方、
勲州刺史は于寔で、治所の高涼郡太守は長孫氏。行政の中心は胡族が掌握。
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25) 拙稿 ［2007a］「北周 「張僧妙碑」 からみた宇文護執政期の仏教政策」（氣賀澤保規編 『中国石刻資料とその
社会―北朝隋唐期を中心に』 汲古書院）
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論集 古代東アジアの社会と文化』 汲古書院）
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31) 滝川正博 ［2009］「北周における 「稽胡」 の創設」（『史観』160）
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